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合成抗菌剤の一斉分析（ No.3 ）

hromato    ackings    enterCCCC PPPP CCCC

hromato    ackings    enterC P C は信和化工株式会社の登録商標です。
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Column                    ULTRON VX-ODS

(4.6mmφ×15cm)
Temp                       40 ℃
Flow Rate                 2.0ml/min
Injection                   20μl
Mobile Phase            A 10mM TFA
　　　　　　　　　　　　 　Ｂ Ａｃｅｔｏｎｉｔｒｉｌｅ
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Fig.1. 合成抗菌剤繰り返し測定 (112回目)

　１. アンプロリウム　　　　　３.６ppm
　２. サルファメラジン　　　　６.１ppm
　３. サルファジミジン　　　　７.５ppm
　４. チアンフェニコール　　　６.８ppm
　５. フラゾリドン　　　　　　５.８ppm
　６. オキシテトラサイクリン　８.７ppm
　７. サルファモノメトキシン　９.１ppm
　８. オキソリン酸　　　　　　５.７ppm
　９. サルファジメトキシン　　９.７ppm
１０. サルファキノキサリン　　７.９ppm
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Fig.2. 合成抗菌剤繰り返し測定 (438回目)

Fig.3. 合成抗菌剤繰り返し測定 (1021回目)
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ベースライン補正済み

ベースライン補正済み

ベースライン補正済み

高圧下耐久テスト



ULTRON　　　　VX-ODS による

サルファ系、その他合成抗菌剤１０種一斉分析（３）

価 格 (円)カラムサイズ（ｍｍ）粒子径（μｍ）カ　ラ　ム

　３６,０００１５０×４.６ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ

　４１,０００２５０×４.６ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ

　２５,０００　１０×４.０ I.D.５ＶＸ-ＯＤＳ.Ｇ

　４５,０００１５０×６.０ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ
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仕様及び価格は改良のため予告なく変更させていただくことがございます。予めご了承下さい。

　グラジエント溶離法を使用する際、時間短縮、分離改善を目的として流速を上
げる場合があります。その場合、圧力によるカラムの劣化が大きな問題となります。
　今回、試料として合成抗菌剤、抗生物質１０種を用い、カラムに

　その結果 k’ の変化は３％以下にとどまり、平均 12.5 MPa の高圧下においても

ULTRON　　　　VX-ODS が劣化せず長時間使用可能であることが確認
されました。

　　　　ULTRON　　　　VX-ODS を使用して流速２ｍｌ／ｍｉｎでグラジエン
ト溶離法における測定を繰り返し、各試料の k’ の変化を測定いたしました。

1. ｱﾝﾌﾟﾛﾘｳﾑ 3.6 ppm
2. ｻﾙﾌｧﾒﾗｼﾞﾝ 6.1 ppm
3. ｻﾙﾌｧｼﾞﾐｼﾞﾝ 7.5 ppm
4. ﾁｱﾝﾌｪﾆｺｰﾙ 6.8 ppm
5. ﾌﾗｿﾞﾘﾄﾞﾝ 5.8 ppm
6. ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ 8.7 ppm
7. ｻﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ 9.1 ppm
8. ｵｷｿﾘﾝ酸 5.7 ppm
9. ｻﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ 9.7 ppm
10. ｻﾙﾌｧｷﾉｷｻﾘﾝ 7.9 ppm

Column           ULTRON VX-ODS
(4.6mmφ×15cm)

Temp              40 ℃
Flow Rate        2.0ml/min
Injection          20μl
Mobile Phase    A 10mM TFA
　　　　　　　　　　Ｂ Ａｃｅｔｏｎｉｔｒｉｌｅ

Fig.4.合成抗菌剤繰り返し測定 k ÷比較


